
Sedex: Supplier Ethical Data Exchange
サプライヤーエシカル情報共有プラットフォーム

～責任あるサプライチェーンの構築に向けて～

特定非営利活動法人
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Sedexのご紹介

• Sedexはイギリスの小売業者を中心に設立した
NPO会員組織です。責任ある事業慣行の推進を目
指し活動しております。

• Sedexは会員間で自社の責任ある事業慣行の情報
を共有することのできる電子プラットフォームを
提供しています。また、世界共通の自己評価アン
ケートと監査スキーム（SMETA）を策定してい
ます。会員はアンケートの回答結果や監査結果を
電子プラットフォーム上で共有することができま
す。

• Sedexは国際的に非常に認識が高く、多くのグ
ローバル先進企業が入会しております。

• Sedexは会員に対して遵守を求める方針・基準を
策定していません。また、監査機関ではありませ
ん。最後に認証サービスを実施し、認証書を発行
していません。

バイヤーはサプライヤーの自社の責任
ある事業慣行を情報共有プラット
フォームで閲覧及び管理できる

サプライヤーは自社の責任ある事業慣行の
情報を情報共有プラットフォームを通して

複数のバイヤーと共有できる

バイヤー

情報共有プラットフォーム

バイヤー

情報共有プラットフォーム

バイヤーバイヤー

サプライヤーサプライヤーサプライヤー

サプライヤー
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Sedexの会員タイプ

B会員が有する権限
• 自社の情報をバイ
ヤーと共有できます

A会員が有する権限
• 他の会員の情報を閲覧
できます。

A会員

AB会員が有する権限
• 他の会員の情報を閲覧
できます。

• 自社の情報をバイヤー
と共有できます

AB会員 B会員

年会費：連結売上高によって準じる
詳細は下記リンクよりご参照いただけます。

https://www.sedexglobal.com/join-sedex/buyer/

年会費：
1サイトにつき£100.00
アカウントに登録するサ
イト数（工場、事業所）

に準じる

（バイヤー向け）
製造業など

（サプライヤー向け）
原料サプライヤーなど

（バイヤー向け）
政府系組織、商社など

Sedexでは、A会員、AB会員、B会員の3種類の会員タイプを用意し
ています。企業はSedexが提供するサービスの使用方法に応じて、会
員タイプを選択することができます。

https://www.sedexglobal.com/join-sedex/buyer/


日本企業のA/AB会員

計13社（2021年4月時点）
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A & AB会員企業（一例）

Sedexのホームページで現在のA/AB会員（一部）のリストを確認できます
https://www.sedexglobal.com/about-us/our-members/
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http://www.tesco.com/
http://www.thebodyshopinternational.com/
https://www.sedexglobal.com/about-us/our-members/


Sedexの会員情報

6

世界最大のサプライヤーエシカル
情報共有プラットフォーム
（2020年現在2月）

• A/AB会員：800+社/組織
• B会員：40,000+社
（日本のB会員：1000+社）

• 登録されている工場数：
90,000+工場

6

カバーする業界：
30+業界

Sedexは小売業界を中心に
設立された団体なので、衣
服、製造、食料品、加工食
品が主要業界です。日本で
も上記の主要業界を中心に
会員数が増加しています。

地域毎の会員比率
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Sedexのアンケートについて
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セクション サブセクション（一部） 設問数

事業について 労働者に関する情報、建物に関する情報、調達先の国・地域の情報、等 27～52

方針とリソース 社会、環境、人権等に関する方針の有無とリソース、等 11～19

プロセス
認証と基準、リスクアセスメント、結社の自由、苦情処理メカニズム、
契約、人材派遣業者の使用、通勤、企業倫理、環境、賃金、等

34～63

サプライチェーン
マネジメント

サプライヤー（調達先）管理の方法、業務委託先の管理、
人材派遣業者の管理、等

2～48

研修と改善
労働者向けの研修の有無、研修実施数、研修者の内訳
労働、環境、安全衛生、企業倫理等に対しての改善プログラム、等

7～84

モニタリングおよ
びデータ取得

社会・環境面への取り組みのモニタリング手法
データの収集手法、等

10～39

Sedexは業種別に５つのアンケートを提供しています。業種により設問数が異なります。
（製造業、サービス業、製造業＆サービス業、人材派遣業、商社）
アンケートはオンライン上で回答できるので、途中保存することができます。また、日本
語を含む多言語で提供されています。
• 方針やマネジメント手法の有無、削減目標や割合、欠勤率、離職率などデータの開示が
求められます。

• 営業情報や非開示の財務情報の開示は求められていません。



Sedexのアンケートの項目例
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• ビジネスにおける労働、安全衛生、環境リスクをどのような方法で特定・評価

していますか？

• ビジネスにおける企業倫理、贈収賄、腐敗をどのように管理していますか？

• 労働者の勤務時間はどのように管理していますか？

• 労働者は労働基準違反、安全衛生違反、またはその他の懸念点をどのような方

法で報告できますか？

• 人材派遣業者の慣行を確認していますか？

• 排水はどのように管理していますか？

• 廃棄物の取り扱いと処分をどのように管理していますか？

• エネルギー使用量をどのように管理していますか？

• 製品製造やサービスを他のサプライヤーに業務委託しますか？

• 研修や改善プログラムについて記録を取っていますか？



Sedexのリスク評価について
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高い潜在的リスクを有する

サプライヤーの特定

Supplier

Supplier

Supplier

A/AB会員はプラットフォーム上の情報を活用してリ
スク評価を行うことができます。

• 固有リスク（Inherent Risk）と、Sedexのアン
ケートや監査結果に基づき、高い潜在的リスクを
有するサプライヤーを効率的に特定することがで
きます。そのリスク評価結果に基づき、バイヤー
はサプライヤーに対して追加情報（証拠書類等）
の提供を依頼したり、職場環境の確認（監査等）
など次のアクションにつなげることができます。

• Sedex方針により、B会員はリスク評価の結果を
把握することはできません。

• Sedexにおける取組み評価・確認とは、バイヤー
がサプライヤーの現状の取組みを一方的に評価す
るのではなく、共に課題を把握し学び、改善して
いく中で双方が成長することに焦点を当てていま
す。



SMETAとは？
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SMETA（Sedex Members Ethical Trade Audit）とは
Sedexの会員企業や監査会社から構成されるSedexステークホルダーフォーラム
（SSF）が、社会・環境的監査に関するベストプラクティスを集約して開発した
監査スキームをSMETAと呼んでいます。これは国際的に認識があり広く受け入れ
られている監査手法のひとつで、異なる業界に適用することができます。

SMETAは、サプライヤーに対する重複する監査を軽減する目的で開発されました。
Sedex会員はSMETA監査を受審し、その監査結果をSedexが提供する電子プラッ
トホームを通じて、他の会員と共有することができます。

現在グローバルで230,000以上のSMETA監査が実施され、Sedexの電子プラット
フォーム上には79,000以上のSMETA監査のデータが登録されています。



SMETA監査の内容と特徴
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• SMETAは下記の4つの資料で構成されています。
SMETA Best Practice Guidance（SBPG）: SMETA監査の計画・実施ステップ
SMETA Measurement Criteria（SMC）: SMETA監査項目に関する説明書
SMETA Report: 監査報告書フォーマット
SMETA Correct Action Plan Report: 是正報告書フォーマット

• SMETA監査とはSMETA Best Practice GuidanceとSMETA Measurement 
Criteriaに沿って行われる監査を指します。

• 下記の２つから監査スコープを選択できます。
ベーシックスコープ（2領域）：労働基準、安全衛生、その他
フルスコープ（4領域）：労働基準、安全衛生、環境、ビジネス倫理

• 監査の採用基準は、ETI Base Code（国際労働機関の労働慣行のモデル規範）
もしくは現地法のいずれか厳しい基準を採用して、監査項目を評価します。

• 監査結果および是正措置計画書は各々SMETA ReportとSMETA Correct Action 
Plan Reportで発行されます。

• SMETA監査は認証書は発行されません。
• SMETA監査を依頼する場合は、SedexのAffiliate Audit Companiesに入ってい
る監査会社に直接お問い合わせください。
https://www.sedexglobal.com/join-sedex/auditor/

https://www.sedexglobal.com/join-sedex/auditor/


バイヤー（A/AB会員）のメリット
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【本社】

＜自社工場C＞ ＜自社工場D＞＜自社工場A＞ ＜自社工場B＞

【子会社】 【子会社】

【サプライヤーF】
工場F

【サプライヤー】

【サプライヤーG】
工場G

【サプライヤーH】
工場H

【サプライヤーI】
工場I

【サプライヤーJ】
工場J

【サプライヤーK】
工場K

グループ会社（連結売上高）で入会することで、1つのアカウントに連結対象の子会社を
登録することができます。また、各地域の子会社のサプライヤーをSedexの電子プラッ
トフォーム上で紐づけることにより、1つのアカウントでグループ会社の自社工場および
グローバルなサプライヤーの工場を管理することができます。

【A/ABアカウント】



サプライヤー（B会員）のメリット
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【Bアカウント】

＜自社工場A＞ ＜自社工場B＞

B会員の基本情報
• B会員は、自社アカウントに自社工場/事業所を登録しま
す。他社の製造工場を登録することはできません。

• B会員は、他の会員の情報を閲覧することはできません。
• 自社アカウントを登録してすぐに不特定多数に自社の情
報が公開されることはありません。バイヤーと自社の情
報を共有するためには、電子プラットフォーム上でバイ
ヤーと紐づけする必要があります。

B会員の入会メリット
• Sedex会員である複数の取引先とSedexのアンケートの回答やSMETA監査結果を共
有することができるので、業務負担が低減されます。

• SAQへの回答やSMETA監査を受ける中で、社内の様々な情報を整理して自社の取り
組むべき点が把握でき、労働安全やコンプライアンス強化など次のアクションにつな
がります。

• 国際的に認識があるSedexに入会していることで、欧米企業からの評価を受けやすい。
また、欧米企業と共通言語でコミュニケーションすることができます。

• 取引先から事業面（QCD）だけでなく社会・環境面の要求が高まっている中、
Sedexを通して取引先と共に社会からの要請に応えていく姿勢を見せることが、取引
先とより長期的・安定的・信頼ある関係構築につながっていきます。

• 会員は自社のホームページでSedexの会員ロゴマークを掲載することができます。



Sedexの基本的な進め方

Sedex
入会

工場・
事業所の
登録

SAQへの
回答

SMETA
監査の
実施

情報共有
フィード
バック

Sedexのホーム
ページに進み、
会員タイプを選
び、自社アカウ
ントを作成する。

登録に必要な情
報は企業名、工
場・事業所名、
住所等である。

A/AB会員の場
合、子会社と工
場を登録する。

B会員の場合、
自社工場・事業
所を登録する。

各自社工場ま
たは各事業所
ごとにSAQに
回答する。

【A/AB会員】
リスク評価
ツールを活用
して、潜在的
リスクの特定
や評価を行う。
(オプション)

【A/AB会員】
サプライヤーに
SMETA監査の
実施を依頼する。

【B会員】
バイヤーの要求
に応じて、
SMETA監査を
受ける。

※指摘があった
場合、是正措置
を実施し、再監
査を受ける。

会員間で電子プ
ラットフォーム
上で紐づけを行
い、情報を共有
する。

自社アカウント
に複数の工場を
登録する場合、
バイヤーに公開
する工場を選択
することができ
る。

【A/AB会員】
SAQや監査の評
価を行い、評価
結果をサプライ
ヤーに伝える。

【B会員】
指摘された項目
を改善する。
SAQの見直し等
を行う。

※バイヤーからの要求を確認した上でSMETA監査や是正措置を実施してください。
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Sedexについてのより詳しい情報については、Sedex HPをご覧ください。
www.sedexglobal.com

各種資料の詳細については、Sedex HP上の「Resources」ページをご覧くださ
い。映像、報告書をご覧いただけます。
http://www.sedexglobal.com/resources/

日本語字幕付きの映像資料については、以下をご覧ください。
Sedex-紹介ビデオ
https://www.youtube.com/watch?v=BFmBgy_QBHI&feature=youtu.be
Sedex-10年の軌跡
http://youtu.be/yH79UBRVWTA

本資料でご不明な点は、CRT日本委員会までお問い合わせください。
info@crt-japan.jp

Sedex日本ヘルプデスク
Email：helpdesk@sedexglobal.com
電話番号：03-4520-9729
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